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地球規模の成層圏出アロゾル探査＊

岩 坂 泰 信＊＊

　近年エアロゾルに関する研究は急速に多様化し，又関

係する研究分野もきわめて広くなってきた．このような

動向は，エア・ゾル関係の学術雑誌が，ここ数年のうち

に急に増えてきていることを見ても容易に想像できよ

う．ここでは，筆者がとりわけ関心をもっている成層圏

エアロゾルに関係する観測計画がいくつか進められよう

としており，その関係のニュースが名大礒野教授の所に

来ているので，気象研究者に大いに関心をもってもらう

よう，皆さんに紹介したいと思う．

　1960年代の後半からレーザレーダによる大気の探査が

試みられるようになり，1970年代の初めからは，成層圏

エアロゾルの探査が世界各地で行われるようになった．

現在では，エアロゾルの分布や変動について1地球規模嘱一

のデータを集め得る水準に達しつつあるが，相互のデー

タの精度の検討や，レーザレーダ基地が偏在している等

のなかなか難しい問題が残されている．多くのレーザレ

ーダ基地のうちでも，北米・ヨーロッパ・オー」ストラリ

ア・日本では，早くから成層圏エアロゾルの探査を手が

けており，現在でも良質のデータを集積しつつある基地

が多い（日本では，九州大学の広野教授のグループが

1972年より系統的な成層圏エアロゾルの探査をつづけて

いる）．名大でも1974年より，レーザレーダによる試験的

な観測を開始した．1975年より成層圏エアロゾルの観測

をはじめ，現在は2波長（ルビー0．6943μm及びYAG

1．06μm） による観測を行っている．システム全体とし

てはまだまだ安定性が十分でないことや，2波長方式レ

ーザレーダの利点を充分に生かした解析法の確立等基本

的な問題もあるが，前者については赤外域での光子計数

法の採用という世界的にみてもかなり難しい技術を必要

とすることから，ある程度この面での技術レベノセの向上

を待つ以外に手はないだろう．又後者については，それ

こそ研究者のポテンシャルの問題であり，一番頭をひね

っている点である．一部データについては解析も手がけ
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つつある（lsono　and　IWasaka，1974；Iwasaka，Mitaand

Ison6・1976；一Iwasaka，and　Isonq・1976）・成膚圏尋ア

　ロゾルが関係する問題は多く，ミクロな面では言as　to

胆rticle　conversion　processと呼ばれているhomo一又

はわeteromolecular加deatio血に関する量子化学的な問

題から，マク・なものでは，入間の生産活動や熱収支と

の関係といった問題（Braslan　and　Daue，。1973；Grass1，

1973；Cadle　and　Grams，1975）から，最近では，太陽

活動と成層圏エアロゾルや気候との関係を論じた研究も

見られる（例えぽ1』Possible　relationships　between　solar

activityand　meteorological　phenomenaをテーマとす

るシンポジウムの報告集）．このマクロな分野での問題

“をとりあつがうには，成層圏エアロゾルの地球規模での

分布を観測することは大きな意味をもつことは，明らか

であろう．

　現在アメリカのNASA（米航空宇宙局）に所属して

いるLangley　Research　Centerのグループが中心にな

って，2つの観測計画が進められている．これらの計画

は，いずれもが人工衛星によって成層圏エアロゾルの分

布を探査することを，中心的な目標においている．この

観測を実りあるものにするためには，地上からのレーザ

レーダ探査，飛行機やパルーンによるエアロゾルの直接

サンプリソグ，大気光学的探査，さらには火山活動のモ

ニタリング等が，同時にすすめられる必要がある．人工

衛星観測のひとつは，エキスプロラー衛星の系統に搭

載される予定のもので搭載ミッシ．ヨ1イは，。Application

Exp1・ree班issi・n」3，と呼ばれており，観測テー一マは，

S婁「atosPhe「ic　Ae「oso真and　Gas　ExPe；i卑ent（頭文字を

。とってSAqEと略称されている）となっており，打上

げは1979年春の予定である．他のひとつは，ニンバス衛

星（Nimbus－G〉に搭載予定のもので，搭載されるミッ

ションは，1μmに感度をもつ赤外放射計が中心になる

予定である・テーrマは・Stratospheric 奔erosol　Measure。

ment（SAM一皿と略称されている）となづている．打上

げ予定は，1978年10月である．現在の日本の状態を考え

ると，バルーンや飛行機観測すら思うようにならないレ
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ベルであり（このことの原因は種々考えられるが），ま

してや上記のような観測を日本の研究者が中心になって

進めることは，遠い将来はともかく，近い将来にはまず

ないと思われる．現在では，このような計画とタイアッ

プし，地上からの種々の観測（レーザレーダ観測が中心

となると思われるが，前述したように他に種々考えられ

る）を行い，良質のデータを組織的に集めるといった作

業はある程度行えると思われる．さらには，大がかりな

観測に参加し，大きな観測をこなして行くポテンシャル

を引ぎ上げる良い機会ともなると思われる．名大のレー

ザレーダも，ある程度の貢献が出来るものと思い，上記

の計画に前向きにとり組んで行くつもりで検討してい

る．この計画について，このようなことをやったらいい

のではないかということがあったら，ぜひご連絡下さ

い．
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防災担当者のための

天気図の読み方
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　天気予報のように応用の部門に属する技術を，これを

始めて学ぶ人でしかもそれを本務としない人に教えるこ

との難しさは私もよく経験している．この場合の困難さ

は説明をどこで打切り，どのように説明するかである．

　とかく技術者がこの種の本を書くと，あれもこれもと

付け加えて，あげくの果ては要領を得ない内容になり易

いものだが，この本はこのあたりのことが大変にうまく

まとめられている．これは著者の豊富な知識ばかりでな

く，長い間広報関係にたずさわっていて対象者をよく知

っているのも大きな理由であろう．

　以上は私の読後感であるが，この本は天気予報の専門

家のものではないので，天気予報は本務ではないが，日

常気象とはかなり密接な関係をもっている人に読んでも

らった．それによると，この本の

　（1）ファックス天気図の利用

　（2）災害天気図の顔つき

が他の本には見られない特長であると聞いた．

　多分，この本を読むことにより天気図を見た時に“こ

の天気図ではどんな異常気象に注意したらよいか”そし

て“気象台予報官にどこを更に詳しく聞けばよいか”な

ども分るようになろう．このような知識を持つことは防

災担当者にとっては大切なことで質問する部分も分らな

いようでは防災の実効は上らない．

　テレビの天気解説の中には賛成しかねるようなものが

見うけられるが，本書により正しく天気図を理解しても

らいたい．防災関係者，山岳会の人たちなど直接に天気

予報を利用する人たちが手もとにおいて読んでもらいた

い本で，一度読んで“ああそうか”と積んで置く本では

ない．なお，もう少し高層天気図のことを述べた方がよ

いように思うが，これは高層天気図の入手のむずかしい

人達を対象にしての配慮かも知れない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中山　章）
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